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【発表内容】 

 いくつかの動物では、雄と雌が出会った際に、求

愛ディスプレーとして、雄からの積極的な歌が観察

されます。例えば、鳥のさえずりなどが有名で、こ

の歌を聴くことで雌は雄の良し悪しを判断して、交

配相手を選びます。近年、雄マウスが雌に出会うと、

ヒトには聞こえない超音波領域で鳥類が歌うような

「歌」構造を持つ音声を発することが報告されました。この雄の求愛歌には系統による違いが存在することが分かっ

ていましたが、この歌を雌マウスがどのように感じているのかは明らかにされていませんでした。 

 本研究では、２つの系統の雄の歌を同時に再生し、雌の歌への接近時間を調べることにより、雌が、自身の系統で

はない他の系統の雄が発する歌をより好むことを明らかにしました。このような血縁動物との交配を回避する現象は、

ヒトを含め、様々な生物で認められています。さらに、歌の好みは、雌の生まれ育った環境を２系統間で入れ替える

里子操作や、父親がいない環境で育てることで変化したことから、父親の歌を幼少期に覚えることによって身に付く

ことがわかりました。また、歌への好みを示すには、雄の匂いを一緒に提示することが重要であることもわかり、雌

が複数の雄のシグナルを受け取り、意思決定している可能性も見出すことができました。この研究で得られた成果は、

動物の雌が好きな雄の歌を聞くことによって、雌の繁殖機能が制御できるという応用的側面での利用が期待できます。 
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PRESS RELEASE 

雌マウスは雄のラブソングを聞いて、交配相手を選ぶ 

雌マウスは歌を手がかりに近親交配を避ける 

その歌の好みは、お父さんマウスによって刷り込まれる 


